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土屋小学校

１．先生方の授業の工夫を見て
　　学んだこと

生物科学科　科目等履修生　小林　将人

　私は10月から12月の間，毎週月・火・水曜
日の週3日間，土屋小学校の学校ボランティア
に参加しました。そして，実際に授業を見学し
たり，プリントの丸付けなどの手伝いをしたり
しました。
　授業では，児童が内容を分かりやすくするた
めや授業を円滑に進めるために先生方が様々な
工夫をしていることが分かりました。その工夫
を見て教科ごとの指導のポイントを学ぶことが
出来ました。そのなかから，特に印象に残った
ことを4つほどまとめたいと思います。
　一つ目は，3年生の算数の授業のときです。
教えている範囲はちょうど分数のところで，こ
こでつまずくと後々の算数や数学が苦手になっ
てしまうところです。この範囲を教えるとき，
先生はテープを使って分数の概念を説明してい
ました。このとき，基準（1）となるテープを黒
板に張り，そのテープを2等分したうちの1の
長さのテープ，3等分したうちの1の長さのテー
プ，同様に4等分・5等分したうちの1の長さ
のテープを黒板に並べて張っていました。そし
て，テープを多く等分する度に1の長さのテー
プが短くなっていくのを視覚的に理解させ，分
母が大きくなっていけば値がどんどん小さくな
ることを説明していました。この工夫を見たと
き，算数の概念を説明する際には視覚的にわか
るような工夫をすることが理解の手助けになる
ことを学びました。
　二つ目は，5年生の理科の授業のときです。
「溶ける」というのはどういうことかを教える
ために，水と塩を使って実験していました。ま

ず，水と塩の質量をそれぞれ計測してその値を
メモし，次にその水に塩を溶かして，再度質量
を計測するという手順を踏んでいました。塩が
水に溶けると目には見えなくなるので，塩はな
くなったように見えるが，実際に質量を測ると
水と塩が合わさった質量になっていることか
ら，確かに塩は水の中にあることを理解させて
いました。理科の学習では，実際に実験をして
教える方が児童にとっては理解しやすく，より
強く記憶にも残るという利点があることを改め
て実感しました。
　三つ目は，6年生の家庭科の授業のときです。
その日は，次の調理実習の計画を立てる授業を
していましたが，その際，先生は児童にプリン
トを配付していました。そのプリントには調理
実習のめあて・身支度・材料を記入する欄や，
進行予定欄，盛り付け予想図，評価・感想・反
省を書く欄がありました。私が小学生だった頃
もこのような進行予定表を作ったことを思い出
しました。児童が計画を立てているところを見
ると，実際に作業を始める前に予め進行を計画
しておくことが実習の授業の前には必要であ
り，大切なことだと改めて感じました。
　四つ目は，特別支援学級を見学したときのこ
とです。見学したときは算数の範囲で，直角や
平行の線，平行四辺形の書き方を教えていまし
た。このとき，先生はまず児童にパソコンの画
面を見せ，画像で手順を見せた後にノートにそ
の手順通りに書かせるやり方をしていました。
やはり，言葉で伝えるよりも視覚的に伝えたほ
うが理解しやすいということが分かりました。
また，問題文を読むときも，ゆっくり，問題文
を指でなぞりながら読んでいました。そのよう
な児童への配慮が特別支援学級では特に大切で
あるということを学びました。
　先生方は児童が理解しやすいよう，また，授
業が円滑に進むように様々な工夫を凝らしてい
ることを学校ボランティアの活動を通して知る
ことができ，とても貴重な経験になりました。
また，その工夫にもプリントやパソコン，実験
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など，教科ごとにツールのバリエーションがあ
ることを，実際に見ることで改めて知りまし
た。この経験を基に，将来教師になった時に自
分自身でも様々な工夫を凝らせるようになりた
いと思います。

２．授業で何を教えるのか

生物科学科　科目等履修生　若林　隆

　私は土屋小学校のボランティア活動で初任の
若い先生からベテランの教頭先生まで様々な先
生の授業の補助に入りました。入った授業は国
語や算数，理科など様々な教科に渡り，研究授
業なども見学させて頂きました。
　どの授業でも共通して児童自身に思考させ表
現させる場面が十分に用意されていました。そ
して，授業では児童たちが主体的に授業に参加
し，活発に発表していました。私はこれらの授
業を見て中学，高校でも生徒自身に思考や表現
をさせることの大切さを強く感じ，授業は知識
を与えることが全てではないと実感しました。
　「学校の勉強は社会に出ても役に立たない」
とか「知識を学習するのならば塾でも十分」と
いうような意見に対して，私はいままで明確な
反論を持っていませんでした。集団行動を学ぶ
といったことなどが学校の必要性としてすぐに
思い浮かびますが，それだけでは教科指導の必
要性があまり感じられません。しかし，私は土
屋小学校の授業で積極的に児童が試行錯誤し，
発言をするのを見て，きっと習った知識よりも
いろいろと思考したことや表現しようとしたこ
とこそ一番の糧になるのだなと思い至りまし
た。私は理科の教員を目指していますが，教科
の内容を通して思考すること，考えを表現する
ことを訓練することが最も私が授業で教えるべ
きことであると思いました。
　生徒自身の思考や表現というのは，教職の授
業でもよく出てくるキーワードでしっかり勉強

している人ならばとても今更なことだと思いま
す。しかし，恥ずかしながら私はこのことに関
して知っていてもあまり意識を向けていません
でした。今回のボランティアで，例えば5年生
の算数の授業では，平行四辺形の面積を学習し
ましたが，これは知識としては底辺×高さとい
う公式一つだけの話ですが，平行四辺形を実際
に方眼紙に書かせて，切り取って変形させてみ
て既に習った公式で求められるような形にして
いろいろな方法で面積を求めさせ，それを発表
させていました。これ自体はなんてことのない
授業の一場面ですが，これまでの自分だったら
平行四辺形の面積を教える際に公式やそうなる
理由を教えることに終始して，実際に自分で考
えさせるということにはあまり思い至らなかっ
たと思います。
　私が目指しているのは中学校，高校の教員な
ので小学校とは事情が異なる部分もたくさんあ
ると思いますが，知識自体を覚えておく必要性
は内容が基本的な分小学校のほうが大きく，思
考や表現の訓練の必要性は中学，高校のほうが
より大きいだろうと思います。理科は中高にな
るに連れて内容が難しくなる一方で，生活にお
ける実用性や実感は少なくなっていきますか
ら，学校を卒業した後に必要のない人，興味の
ない人は全て忘れてしまってもおかしくないと
思います。しかし，理科の知識自体は忘れてし
まっても，その過程で培った思考力や表現力は
きっと社会に出ても役に立つと思います。この
先，思考力や表現力を身につけさせる授業を展
開できるように努力していきたいと思います。

３．自ら考える力

情報科学科　4年　伊藤　大祐

　私は10，11月の毎週火曜日の午後に土屋小
学校でボランティア活動をしました。一日の流
れは，主に1，2年生の児童を中心として一緒に
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給食を食べ，昼休みは一緒に遊びました。その
後の5，6時間目は，授業や校務作業の手伝いや
見学をしました。今回はクラブ活動や社会，算
数，音楽の授業に参加しました。また，校務作
業としては草刈りや書き初めで使用する掛け軸
などを作る手伝いをしました。
　私がこの学校ボランティアで感じたことは，
どの場面においても自ら考えて行動できるよう
に先生が指導していることでした。今回は学校
ボランティアをした回数が少なかったため，す
べての学年を見学することはできませんでした
が，児童が自ら考えて行動していないと，ほと
んどの場面で先生が指導していました。
　1年生は授業を見学することはなく，給食を
一緒に食べるだけでしたが，それだけでも感じ
ることができました。給食を食べ終わったら，
火曜日は掃除がないのでクリーン係の児童がゴ
ミ拾いの指示をします。黒板を拭いている児童
がいると，そこに集まってきたりしてしまいま
す。そのときには先生が「こんなにいるの？」
などと児童に問いかけをしていました。それを
聞いた児童は，自ら考えてそれをやめて他の作
業をすることがあります。このようにちょっと
した一言で児童に考えさせることができるとい
うことを感じました。
　また，私が児童のクラブ活動に参加したとき
にも，児童たちが自ら考えることが必要である
と感じました。その日のクラブ活動では，始め
にタグラグビーをしました。その後，もう1つ
くらい違う競技をしたいので，それを児童自身
で決めるために，集まっていました。クラブの
部長が中心になって話し合っているのですが，
ふざけていたりしたため，なかなか決まりませ
んでした。クラブが終わった後，先生とお話を
しました。そのときに先生は，「クラブは自主
的な活動だからあまり口を挟まないようにして
いるし，みんなが部長に協力し，部長も流され
ないようにしてほしい。」とおっしゃっていま
した。また，「このようにならないためには，
一人ひとりが何をしたら良いのか考えることが

大事なんだよ」ともおっしゃっていました。や
はりどの場面においても自ら考える力は必要で
あり，先生はどうしたら良いのか考えているの
だと感じました。
　前期も土屋小学校でボランティアをして，そ
のときも給食は主に1年生と一緒に食べていま
した。その頃は，先生が「日直さん，給食終わ
りの時間ですよ」と言って，それに気づいた日
直の児童があいさつをするような感じでした。
しかし，今では児童の誰かが「日直さん，時間
だよ」というような声を掛け，あいさつをして
いたり，日直の児童が自分で気づいてあいさつ
をするようになっていました。また，あいさつ
をする際も前期の頃はみんなが話していたりし
て先生がやり直しをさせていたこともありまし
たが，今ではほとんどやり直しをすることなく
あいさつができるようになっていました。さら
に，ゴミ拾いをするときも以前はほうきを取り
にみんなが集まってしまっていましたが，今で
はクリーン係の児童が出席番号で役割分担をし
ているため，集まってしまうことが少なくなり
ました。
　このように前期から比べて，児童が自分で考
えて行動できるようになってすごく成長した
な，と感じました。先生が児童に一言声をかけ
てあげるだけでもこれだけ変わるということが
実感できました。私が教師という立場になった
ときには，このような成長につながる一言の声
かけができるようになりたいと思います。

４．児童から学ぶ

化学科　4年　栗林　安幸

　土屋小学校へ9:30から13:10まで学習支援
ボランティアに参加した。学習支援ボランティ
ア活動の具体的な内容として，授業の補助と校
務作業の手伝いを主に行った。校務作業の手伝
いでは，校内の不要になったものを運ぶ作業や
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腐葉土作り，行事の会場づくりなどを行った。
また，今回，授業の補助として各学年の算数，
6学年の図工の授業の補助として参加した。図
工では，図書館，パソコン室などで児童の様子
を見ていた。算数の授業では，採点や困ってい
る児童へのアドバイスを行った。給食は主に１
年生の児童たちと一緒に食べ，片づけ，掃除の
手伝いを行った。今回は，教育実習等で，ボラ
ンティアに行ける日が前年よりも少なくなって
しまった。ただ，その中でもいろんな児童と交
流することができた。
　授業に参加することで，どのように指導をし
ていくのか間近で見ることができ身につけるこ
とができたと感じている。
　4年生の算数の授業の補助をしていると，割
り算の筆算で，多くの児童が小数点を付け忘れ
ていることが多く，つまずく部分が見えた。ま
た，計算の方法など自分の考えを表現し，わか
りやすく相手に伝えるという場面を先生が用意
し，児童の考えなどを引き出すような授業がみ
られた。授業は，ただ教師が一方的に教え込む
のではなく，児童が興味をもって参加し，主体
となるような授業を作ることが必要であると学
ぶことができた。また，クラスのみんなの考え
を引き出し共有することで，解き方や考え方の
バリエーションを増やすことができ，思考力を
養うことにつながると思う。算数科の授業だけ
に限らず，様々な授業でこのような，表現力や
思考力を養う授業が大切だと学ぶことができ
た。
　11月の長野県の母校での小学校実習では，
ボランティアで日ごろから土屋小の児童と関
わっていたので，自然に実習校の児童と接する
ことができ，教壇実習でも堂々と授業をするこ
とができた。この実習を通して，児童の「行為
と思い」というご指導を頂いた。児童が授業や
休み時間などでみられる行動の事実から児童が
こう考えているという考察を立て，それを積み
重ねていくことでその児童のことをより理解で
きる。また，「こうしたら，こうなった」と自

ら児童に働きかけ，反応を分析し，児童の特徴
を見出だすことができる。実習後のボランティ
アでは，そのことについて，意識しながら授業
の補助や児童と接するようにした。このことは，
将来教師となったときも必要となってくる。児
童を見る目を少しでも養うことができたと実感
している。
　また，今回のボランティアでは，校務作業の
手伝いも多く経験することができ，学校は，教
師だけでなく校務さんや事務員さんも重要な役
割を持っていると感じた。お互いに助け合いな
がら児童のために学校運営をしていくことが大
切だと感じた。
　今まで，授業で児童に対する教師の発問や働
きかけ，授業の展開方法を見て学ぼうと考えて
いた。しかし，児童の場面ごとの行動を観てど
んなことを思っているのか考え，「児童一人ひ
とりの姿から学ぶ姿勢」を大切にしていきたい
と思う。
　最後に，去年から続けたボランティア活動
は，私にとって充実した日々であり，教職へ
の思いをさらに強くする機会となった。ここ
で，得た経験は，実際に教員として教壇に立つ
際に，必ず役に立つ経験であり，この経験を生
かせるように，より一層努力していきたいと思
う。2年間お世話になりました。どうもありが
とうございました。

５．イメージを膨らませる一言

化学科　4年　蓼沼　礼敬

　私は10月から12月にかけて，土屋小学校で
学校ボランティア活動をしました。授業の補助
としていくつかの授業に参加しましたが，理科
だけでなく，音楽や図工，体育，総合的な学習
の時間と様々な教科の授業に参加しました。理
科や算数の授業には以前活動した際にも参加し
たことがありましたが，今回は実技教科にも多
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く参加できたので，より生き生きとした児童た
ちの姿を見ることができました。特にクラブ活
動で理科クラブに参加した際には，とても元気
な児童たちの様子を見ることができ，かつ彼ら
と一緒に実験を楽しむこともできました。また，
校務作業にも度々参加しました。植木の刈り込
み作業や創立140周年の記念式典に使われるタ
イル制作の補助のような学校全体にかかわる作
業はもちろん，焼き芋作りのための木材の準備
や，来年1月に児童たちが書く書き初めを飾る
掛け軸作りの手伝いなど，児童たちに直接関係
する作業にも参加しました。
　今回の活動では，授業面では全体を通して上
級生とかかわる場面が多かった気がします。市
の音楽祭に向けて合唱練習に取り組む4, 5年
生はとても一生懸命で，活動に行って聴く度に
どんどん上手くなっていました。また，6年生
全員で取り組んでいた合奏も，パートごとにま
とまって練習したり，分からない部分はお互い
に教え合ったりしていて，学級全体がまとまっ
ていることが見て取れました。
　そんな6年生の体育の授業に参加した時のこ
とです。その日は持久走大会を近くに控えてい
たのでその練習をして，その後は体育館でマッ
ト運動を行いました。前転や後転から始まり，
順番に開脚前転，倒立前転，…と進むうちに，
やがて飛び込み前転に差し掛かりました。私は，
飛び込み前転は普通の前転に助走を加えたよう
なものだと捉えていたので，倒立前転あたりと
比べればそこまで難しくないし，みんなきっと
できるだろうと考えていました。しかし実際に
児童たちにやらせてみると，思ったようにでき
ない児童が大多数で，普通の前転のようになっ
てしまう子の姿が多く見られました。その様子
を見ていた先生は，彼らに向けて「手をつくよ
り先に足が(地面から)離れないといけないん
だよ」とアドバイスをしました。するとそのア
ドバイスを聞いた後の児童たちは，見違えるく
らいきれいな飛び込み前転ができるようになっ
ていました。たった一言で児童たちの動きを大

きく変えてしまった先生ですが，とりわけ凄い
ことを言っているわけではありません。それで
も彼らの動きがあんなにはっきりと変わったの
は，きっとその一言が非常に分かりやすくて，
イメージしやすかったためだろうと思います。
同じ「何かを教える方法」でも，順を追って一
から説明するより，要点を押えた，簡潔でかつ
イメージしやすい一言の方が，分かりやすくて
より効果が出るものもあるのだと思いました。
もちろん先生がアドバイスをしたからといっ
て，クラスの全員が出来るようになったわけで
はありません。しかし，誰かが失敗したことに
ついて，それを責める児童があの学級には一人
もいなくて，授業中は終始明るい雰囲気だった
ので，一緒にいた私たちもずっと笑顔で児童た
ちと接することができました。
　今回の場合は実技教科だったので，実際に見
せて伝えることもできたと思います。しかし，
実際に私がこれから教える理科では，実験や観
察をして，あるいはさせて，見せたり触らせた
りできるものには限度があります。そんな時に
こそ，今回のように生徒のイメージを膨らませ
ることのできる言葉をかけてあげて，私が教え
ようとしていることの楽しさや面白さを伝えて
いきたいと思います。私の一言を通して生徒の
興味を引き出していけるように日頃から工夫を
凝らしていきたいと思います。

６．見守ることって難しい

化学科　3年　矢部　丈登

　私は小学校ボランティアで土屋小学校に行き
ました。活動内容として，児童と一緒に給食の
時間や昼休みを一緒に過ごしたり，校務の方と
校務作業をしたり，授業を見学しました。
　今回の学校ボランティアの体験を通じて，見
守ることが難しいということを実感しました。
今回感じたことは以下の3点です。
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　1つ目は，児童自身の活動を促すことの難し
さを実感したことです。給食や掃除のとき，特
に低学年の児童に多くあったのですが，児童が
ぎこちなくやっている作業をついつい手助けし
てしまいそうになる場面が多くありました。僕
たちならほんの一瞬で出来てしまうことなので
すが，でも，もしやってしまったら，児童の成
長を促すことが出来ないなと思いました。担任
の先生も，僕たちがやってしまわないようにと
おっしゃっていましたし，最後まで児童自身に
やらせようという姿勢が見えていました。ここ
で，やってあげたくなる気持ちをぐっと堪え，
見守ることを決めました。
　また，見守るときに，児童の危険についても
常に注意していないといけないと思いました。
昼休みに児童と校庭や教室で遊んでいるとき
に，「危ないっ！」と思う時がありました。今
まで僕の目の前で怪我をした児童はいませんで
したが，ちょっとした行動が怪我に繋がると思
うと，危険についていつも意識していないとい
けないなと思いました。また，校務さんが児童
の安全を第一に考えて作業をしていたのも印象
的でした。主に，植木の枝で児童が怪我をしな
いようにと児童の目の高さの枝を切っておく工
夫，道具の扱い，危険な作業の時間帯も児童が
いない時間を選ぶなどの工夫がありました。児
童の成長のために見守ることは大事ですが，見
守ることって簡単なようで難しいと思いまし
た。
　2つ目として，児童自身の活動を促して見守
るためには，注意するときや助言するときなど
は，児童に伝わるようにしなければならなとい
うことです。授業中，先生の話を聞かずにふざ
けている児童がいて，注意したことがありまし
た。授業中なので静かに，短く注意をする必要
があったのですが，なかなか聞いてくれず，改
善もされませんでした。また，りんどう祭でも，
ルールの説明をしているとき，なかなか聞いて
くれず，試行錯誤しながら説明や注意を変えて
いきました。そして，ある日，体育の授業を見

学しているときに，飛び込み前転が上手にでき
た子がいて，先生がみんなにそれを手本にして
練習させようとしていました。そのとき，先生
が短い一言を発しただけでみんなの前転がすご
くきれいになりました。ここで，注意とは短く
一文で，しかも内容がしっかりしていて伝わり
やすい必要があると思いました。
　3つ目として，注意するときなどに発した言
葉というのは，児童にとって影響が大きいとい
うことです。僕たちが言った言葉は思いのほか
影響力が大きいのです。何気なく発した言葉も
児童はずっと覚えています。そのため，慎重に
言葉を選ばなければならないと思いました。
　今回の学校ボランティアでは，見守ることの
難しさを強く感じました。また，見守るときは
危険がどこにあるかを注意深く見ていなくては
いけません。そして，自主的な活動を促す注意
や助言も，短く伝わりやすくするなどの工夫が
必要です。注意や助言というのは，児童の意識
を変え，行動を変えることだと思います。また，
注意や助言に使う言葉も，児童はずっと覚えて
いるので，慎重に選ぶ必要があります。今回の
ボランティアで学んだことは，きっと中学校や
高校にも何らかの形で生かせると思います。

７．児童の為に

国際経営学科　2年　嘉瀬　剛史

　私は後期の10月から12月までの3ヶ月間，
平塚市立土屋小学校で学校ボランティアとして
活動させてもらいました。活動時間は毎週火曜
日の12：30 ～ 15：30でした。主なボランティ
アの活動内容はクラスに入り算数の丸つけや
九九のテストなどの授業の補助や授業見学，卓
球クラブへの参加などでした。他にも校庭の枝
を切ったり，校内の片づけ，児童達の菊の手入
れ，通学路の安全確認を事務員の方と一緒にす
る校務作業などです。その他にも低学年のクラ
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スで一緒に給食を食べたり，掃除をしたり，昼
休みに一緒に遊んだりといった活動を行いまし
た。
　私が今回小学校ボランティアを経験するまで
校務の先生がどのような仕事をしているのか全
く知りませんでした。今回ボランティア活動を
してみて校務の先生の仕事がどれほど大変な仕
事か知ることが出来，それがいかに児童達の安
全を守っているのかを知ることが出来ました。
　まず，校務の先生は小学校の周りにはどのよ
うな危険があるか学校を周りながら教えてくれ
ました。学校付近の通学路には高い木や竹があ
り，それが通学路に伸びてこないように土地の
管理者の許可を取って整備し，また，先生の目
が届かないようなところには児童たちが立ち入
れないようにするなどの工夫をして危険を回避
していました。
　次に校庭の木の手入れの作業を行いました。
なぜ木の手入れをするのかというと，木に蜂の
巣が出来にくいようにするためです。外側から
見て見栄えが悪くならないように内側の木を切
り落とすなどの工夫をしていました。
　そして児童達の菊の手入れですが，なぜこの
ようなことをするかというと土屋小学校は毎年
市のイベントに自分たちが育てた菊の花を作品
として出展しています。児童の中には菊の手入
れを忘れて枯らしてしまう子もいます。しかし
イベントの時に全員が出展できるように校務の
先生が手入れをしているのです。
　校務作業は裏の仕事でみんなの目にはなかな
か映りにくいので校務の先生の苦労を知ってい
る児童は少ないと思います。しかし校務の先生
は児童のことを常に考え，行動しているのだと
学びました。
　学校ボランティアに行ってみて，児童達は私
たち大学生に対して本当の先生のように接して
くれました。その中で私は積極的に話しかけて
くれる児童とは仲良くなることが出来たのです
が消極的な児童とは，コミュニケーションがあ
まり取れませんでした。児童全員と平等に接し

なくてはいけないのにそれが出来ませんでし
た。だから，次回このような機会があれば全員
と積極的にコミュニケーションをとっていきた
いと思います。
　今回ボランティア活動をしてみて学校という
ものは授業を教える先生だけではなく，校務の
先生や地元住民の方々，皆の協力があって成り
立っているのだと思いました。児童達と遊んだ
りしていく中でやっぱり教師になりたいと思う
気持ちが強くなりました。しかし，今の自分に
は教師として必要なスキルがまだまだ足りない
と思い知らされました。だからこれから卒業す
るまでの間にいろんなことを吸収して教師に必
要なスキルを少しでも身に付けていきたいと思
います。

８．陰での準備

数理・物理学科　2年　田山　政志

　私は，水曜日午後から土屋小学校に学校ボラ
ンティアに行きました。活動内容として，まず，
1年生，2年生，3年生のクラスの子どもたちと
一緒に給食を食べ，その後，児童たちと一緒に
清掃活動をしました。続けて5時間目，6時間目
の授業を見学し，さらに校務の方の手伝いをた
くさんしました。
　水曜日の日課は5時間目で終わりだったり特
別な活動があったりして，なかなか授業に入っ
て児童と一緒に活動するという機会はありませ
んでしたが，そのかわりに特別活動の準備をす
る機会が多くありました。
　学校ボランティアを通して特に印象深かかっ
たのは，児童がよりよく学校生活を送るために
校務の方がほとんどひとりで色々な準備をして
いた，ということでした。
　校務の方の「色々な準備」と一言で言っても
それは，本当に多種多様なことでした。初めて
土屋小学校にボランティアに行った日も，授業
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の補助に入るのだろうと思い込んでいたのです
が，1月の特別活動である書き初めに使う細い
竹の切り出しという作業をしました。この作業
で驚いたのは書き初めと言えばもちろん年が
明けた1月に行う行事ですが，その時に使う竹
を3か月前の10月の初旬にはもう準備してい
るということでした。この竹は半紙の上下を留
めるために使います。児童全員分を準備しまし
た。仮に同じような半紙留めを購入すると児童
全員分なので費用がかなりかかってしまうそう
です。校務の方によると，竹を使うと，その経
費を抑えられるし，また，児童たちがいつも見
ている竹を使うということに意味があるという
ことでした。
　この作業以外にもたくさん手伝いをしまし
た。それは直接的には授業に関わってこないも
のでした。校庭や裏庭にある木々の剪定をした
り，児童たちが育てた花をプランターから花壇
に植え替えたり，行事で使う教室を清掃したり
しました。多くの作業をしているなかで，児童
や地域の方が小学校に来た際によりよく学校で
活動できるように，校務の方が常に気を配っ
て，陰で準備しているということに気づきまし
た。私が小学生だったときに何も不自由を感じ
ることがなく学校生活を送れていたのも校務の
方の陰での準備のおかげだったと，初めて気づ
きました。
　10月から12月までの3か月という短い期間
でしたが，今回の学校ボランティアでとても貴
重な経験をたくさんすることができました。私
が教員となった際には今回のボランティアの経
験をいかしていけるようにしたいと思いまし
た。

９．遠くが見えるようになって

数理・物理学科　2年　豊原　太雅

　私は平塚市立土屋小学校で10月～12月の間，

月に3回ほどの頻度で，水曜日の午後に学校ボ
ランティアをさせていただきました。
　短期のボランティアでしたが，活動から学ぶ
ことは大変多く，将来，教師を目指す身として
はもちろん，普段の生活でも十分応用できるも
のと感じました。残念なことに，水曜日の午後
は授業のある学年が限られていてあまり授業見
学ができず，清掃や工作といった雑務的な作業
が主な活動内容になってしまいましたが，逆
に，そのことによって学校全体を隅々まで見学
し，小学校ならではの多くの工夫に気づく機会
を得ることができました。ボランティアで学ん
だことの一つが，児童が元気一杯に学んで遊べ
る安全な環境づくりに向けた先生方の「工夫」
が至るところにあったということです。
　例えば，ボランティア初日に行った図書室の
書架整理で気がついた工夫があります。図書の
利用において，学術書や小説，絵本などの分類
は資料の検索・閲覧という点で重要ですが，そ
れよりも，図鑑といった重く大きいものは分類
を無視して優先的に本棚の下段に配架されてい
ました。児童がそれを運ぶときの怪我の発生を
極力抑えるという「工夫」です。少しでも多く
の児童が利用しやすいようにこうしていると担
当の先生から伺いましたが，こういったところ
に目線を向けられるのは，図書室の利用者が児
童であるということを踏まえて考えているから
こそだと思いました。
　他にも，学校裏の敷地で，書き初めの作品を
飾るための掛け軸に使う竹を切ったり，校内の
畑で育てた芋を焼く準備をしたりしましたが，
書き初めの掛け軸にしても，焼き芋にしても，
自然に囲まれた環境を最大限に活かした学習を
児童にさせたいという，児童を第一に考えるか
らこその先生方の「工夫」であると思いました。
　このように至るところで「工夫」を目の当た
りにし，その度，活動の担当の先生にお話を伺
いましたが，改めて学校という組織内での先生
方の連携・協力によって，児童の学校生活が支
えられていると思いました。なぜなら，どの



─ 258 ─

神奈川大学心理・教育研究論集　第 35 号（2014 年 3 月 20 日）

先生にお話を伺っても，必ず一度は，「小学生
はこういうことをしやすいから…」 や「児童に
とっては…」といった児童目線の補足があった
からです。それは組織全体としての共通意識が
徹底されているということを意味します。一致
団結している先生方に支えられているからこ
そ，児童はあんなに楽しそうに友達と勉強し，
遊ぶことができると，自分の目で見て確かめら
れたことはこのボランティアの活動の中で特に
印象深く，改めて，児童の模範としての教師の
振る舞いが大切だと思いました。
　自身の小学生時代と比較し，遠く，周りが見
渡せるようになった今，小学校内の先生方の多
くの「工夫」に気がつくことができました。し
かし，大学生の立場として「既存の工夫」に気
がつくことはある意味当然であり，教師を目指
す立場としては児童の行動を予測し，「未来の
工夫」について考えなければならないと思いま
す。教師となったときに土屋小の先生方のよう
な「工夫」をするためにも，普段の生活から他
人のこと思って行動すること，すなわち，周り
をよく観察して，自分が他人のために何ができ
るかを考える力を養う必要があり，それこそ，
教師として児童に見せる姿であるべきだと，ボ
ランティアを通して感じました。

１０．見えない工夫

数理・物理学科　2年　中島　亜耶

　私は，後期の毎週木曜日の午後に土屋小学校
の学校ボランティアに行きました。ボランティ
アの内容は，子どもたちと一緒に給食を食べた
り遊んだり，授業の補助や校務の方のお手伝い
もしたりしました。今回の活動で特に1年生と
給食を食べてコミュニケーションをとる機会が
とても多かったのですが，他の学年とも沢山接
する機会がありました。私が行ったのが木曜日
の午後ということもあり，わくわく集会という

土屋小学校で行われている，学年に関係なく遊
ぶ集会にも参加させてもらいました。
　様々な活動をしていく中で特に印象に残った
ことが2つあります。まず1つは，それぞれの
立場ならではの子どもたちのための見えない工
夫がたくさんあったことと，教員と子どもの関
係性です。
　１つ目は，教員の方たちは，授業に関して子
どもたちが授業に引き込まれるような工夫をた
くさん行っていました。そして児童主体の授業
が行われていて，子どもたちもしっかり授業を
聞いていました。今回の活動で，それを特に感
じたのが小学校5年生の算数の授業でした。そ
の回は，三角形や台形の面積に関するまとめの
授業で宿題の解答や章末問題を解く時間など，
演習がほとんどでしたが，前回出された宿題の
自分の発表をしたり，先生のチェックが終わっ
た人は自分の解答を見ながら他の人の丸付けを
したりしていました。参加型授業で聞いている
私も参加しやすい授業でした。私も実際に先生
という立場になったときは今回の授業のような
工夫も是非取り入れたいと思いました。
　また，校務の方のお仕事の活動の中で，子ど
もたちと直接関わる機会は担任を持つ教員より
少なくても，子どもたちの安全のためにたくさ
んの工夫が行われていることに気が付きまし
た。校務の方は主に裏方のような作業が多いの
で，敷地内の木々の伐採や子どもたちが授業内
で使用する道具等の整備などでした。校務の方
との作業で主に行ったことは，敷地内にある木
や畑などの整備関連です。子どもたちの安全の
ために，子どもたちの登下校や昼休み中は重機
を使った作業は行わないということや，木の切
り方に一工夫加えて毛虫がつきにくくするとい
うことも聞きました。私が小学生のときはあま
り大変さを知らなかったのですが，今回の活動
で校務の方のお仕事にも触れる機会があったの
でとてもよかったです。
　もう1つの教員と子どもの関係性について，
どの学年も先生と児童というしっかりした立ち
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位置がお互いにわかっている感じがしました。
土屋小学校は私が思っていた以上に1学年の人
数が少なく全学年合わせても119人の小規模な
学校です。小規模だからこそ，同級生同士に限
らず違う学年の児童たちとも仲が良かったり違
う学年の先生とも仲が良かったりします。児童
一人ひとりもとても素直で私が給食を食べたり
するときも沢山お話をしてくれました。一般的
には学年が上がるにつれて年齢的にも先生に反
抗する児童が増えると言われますが，土屋小学
校の児童は先生に反抗することもなく，みんな
先生に従っている印象でした。
　3か月という短い期間でしたが，今回の活動
でとても貴重な経験をたくさんしました。そし
て子どもたちとのいい関係を少し築けたのでは
ないかと思いました。自分が現場に立った時に
ぜひ今回の経験を活かしていきたいと思いま
す。

１１．自らの経験を活かして

情報科学科　2年　川尻　みほ

　2013年10月～ 12月の期間で，平塚市立土
屋小学校に，初の小学校ボランティアとして参
加しました。週に1回，水曜日の12時55分か
ら15時30分の時間帯で参加していたので，計
7回の活動でした。活動内容としては，子ども
たちとともに校内清掃を行ったり，5時間目の
授業サポートに入ったり，校務さんとともに子
どもたちが過ごしやすくなるよう学校内の整備
等の活動をしてきました。授業サポートとは，
小学生の受けている授業に，担任の先生ととも
に入り，後ろで児童たちの様子を見ていたり，
子どもたちが個々に活動する場合は，その補助
に入ったりすることです。私が体験してきた活
動は，初めての体験が多く，毎回参加するたび
に，得られるもの・学ぶことも多く，とても楽
しい時間を過ごすことが出来ました。

　実際に参加して率直に思ったことは，不安に
なる必要がなく，今後の課題が見つかる活動で
あったということです。子どもたちは，いつも
元気で，参加するたびにたくさんのお話を聞か
せてくれて，「あのね，聞いて，聞いて・・・」
などと声をかけてくれました。他にも学生ボラ
ンティアの方が，小学校には入っているので，
自然と先生や児童との関係は出来ていました。
そのため，最初の日からたくさんの子どもたち
や，先生方とお話しすることができ，毎回の活
動を楽しく過ごすことが出来ました。
　学校ボランティアの一環として，小学校の感
謝祭であるりんどう祭にも参加させてもらいま
した。私はりんどう祭で「ミニピアノコンサー
ト」の企画を担当しました。ピアノコンサート
では，あまちゃんや，AKB48などのj-popを中
心に構成して弾きました。このりんどう祭を通
じて，より子どもたちとの距離が近くなり，ま
た，以前から得意であった音楽を授業サポート
で活かすきっかけになったと考えています。
　その次のボランティアの日からは，子どもた
ちから「あっ，ピアノのお姉さんだ！」とか，
「あの日楽しかった！」などと廊下で歩いてい
たりするといわれるようになりました。私がピ
アノを演奏したことで，子どもたちの印象に
残ったこと，そして，りんどう祭に参加したこ
とで，この学校ボランティアにつながったとい
うことがとてもうれしく思いました。りんどう
祭をきっかけに，授業サポートも音楽の授業を
メインに入れていただきました。
　音楽の授業サポートでは，基本的に子ども
たち一人ひとりの練習に対し，リズムを教え，
ちゃんと演奏できているかの確認をしたりなど
を中心にサポートしました。教える際，自分の
中では分かるリズムなども，実際に子どもたち
に伝えるとなると，分かってもらえなかった
り，うまく伝えられなかったりと多くありまし
た。どうやって伝えるかなどを考えて，実演し
てみたり，手で叩いて教えたりなど，工夫して
教えることで，子どもたちに伝わりやすく，ま
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た分かってもらえたようだったので，今後も活
かしていこうと勉強になりました。
　この小学校ボランティアを通じて，今までの
ボランティア体験では経験できなかった，先生
と児童という立場でのボランティアや，りんど
う祭を通じて，ピアノを習っていたことを活か
し，音楽を中心に授業をサポートできたこと
は，自分の中で，初めての体験であり，とても
学びある体験でした。初めての学校ボランティ
アでなかなかうまく出来ず，次からはこうした
ほうが良いという反省点がいくつもあるので，
これは，実際の教員になってからも使える学び
だと感じています。今までは教わる側にいた自
分が，次は教える側に立つので，今後も学校ボ
ランティアに参加し，実際の現場に出てから役
立つ技術や，授業の構成などを学んでいけたら
と思います。

１２．裏方の視点

化学科　2年　森本　耕平

　私は10月から12月までの木曜日の13：00
から土屋小学校の学校ボランティアに行きまし
た。私が学校ボランティアに参加した理由は，
この活動で授業の手伝いを経験するためでし
た。しかし，実際の活動内容は思っていたもの
とは異なり，校務の手伝いが主で，授業は3回
のみの参加となりました。校務では，倒壊した
倉庫の解体，花の植え替え，植木の手入れ，学
校敷地内の説明，竹の枝打ち，りんどう祭の準
備，腐葉土作り，畑の土作り，タイル貼りなど
実に多種多様な手伝いをしました。授業では体
育，音楽，算数の授業にも参加させていただき
ました。
　様々な校務は，楽しく，和気あいあいと作業
できました。しかし，その作業はどれも児童の
見えない場所で行われていました。ほとんどの
作業では工具や刃物を使用した作業が多く，振

り向いた際に児童がいると危険です。しかし，
児童はこのような作業を目撃すると興味を持っ
て近づいてきてしまうことがあります。そのた
め，周囲に児童がいない場所や時間帯に行われ
ました。ほかにも学校敷地内を見ているとき，
植木の切り方の説明で，「外からはボリューム
があるように，中は空洞になるように切る」と
言われました。そうすることで外側からは葉に
つく虫が発見しやすいとともに立派に見え，内
側からは蜂などの巣が見つけやすく，木に囲ま
れた中で児童が遊ぶことができるとのことでし
た。タイル貼りでは，「土屋小学校140年」の
文字を作る際，正方形なら児童でも貼れます
が，割れて細かいタイルは大人が行わなければ
なりません。全て大人がするのではなく，児童
ではできない部分をこちらがやりました。以上
のような児童の見えないところでの活動の仕方
をボランティアの初日から作業を通して教えて
もらいました。
　私は最初，授業の手伝いが主になると考え
て行ったため，校務の手伝いは想定外でした
が，うれしくもありました。私は昼食を小学校
で取れないため，昼休みに児童と触れ合うこと
は難く，授業を通して体験できることがあるの
ではないかと思っていました。実際に校務を手
伝ってみると，今までとは異なる立場から学校
を見ることができました。花の植え替えや，掛
け軸用の竹などは自分の頃は気が付いたら植え
てあったり，準備されていた程度にしか思って
いませんでした。自分で実際に裏方の仕事を体
験することで，自分ではわからなかった様々な
気遣いを知るとともに，自分の今後に生かせる
貴重な話を聞くことができました。この体験は
とても貴重で，教員になるために，大学では学
ぶことのできない教え方を実践的に学習し，採
用試験の際，役立てたいと考えて参加したので
すが，この考えは大きく変わりました。児童の
見ていないところでどうかかわっていくかとい
うこと，そして，児童の安全を最優先に考えて
行っていくことは大変参考になりました。児童
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と遊んだり，会話をしたりすることは少なく，
教師側の立場として学校に行けたわけではない
のですが，この裏方の視点を体験したことで，
教師になるうえでも少なからず何かを得られた
のではないかと思います。これからも時間を見
つけて，可能な限り参加をして，何か1つでも
自分が行ってよかったと思える物を見つけてい
きたいと思います。

１３．考え方の育て方

総合理学プログラム　２年　須鎌　雅士

　私は10月から12月まで毎週土屋小学校にて
ボランティアをさせていただきました。毎週木
曜の12：40 ～ 15：30の小学校で昼休みから５，
６時間目にあたる時間に活動しました。
　活動内容は校務作業や授業のサポートで私が
小学生であった頃を思い出しながらも別の視点
から学校の様子を見ることができました。別の
立場から学校を見ると，校内の樹木の植え方や
危険物の扱い，他学年を交えての集会など日常
の学校生活の中にも多くの工夫や配慮が施され
ていることに気が付きました。
　そういった中でも，何度か見学させてもらっ
た実際の授業内では生徒に対する工夫が多く，
勉強になりました。特に５年生の先生の授業は
とても印象に残りました。
　その日に見学させてもらった５年生の授業は
算数で平行四辺形や三角形の面積の求め方につ
いて考える授業でした。教科書には３パターン
の三角形の面積を求める式が書かれてあり，そ
れぞれの式の意味を児童が説明していました。
ほとんどの児童は三角形の面積を求める公式
が底辺×高さ÷２であることを知っていました
が，違うパターンの求め方を自分の言葉で説明
するのは難しいようで最後の問題は誰も手を挙
げない状態がしばらく続きました。もし，私が
先生ならこの時点で答えを言っていたと思いま

す。しかし，先生はあえて答えを言わずヒント
も出さずに誰かが答えるまでじっくり待ってい
ました。10分程経ちようやく一人の手が挙が
りました。なんとか文章にしたその説明に対し
はじめてヒントが出され，その後何人かの手も
挙がり，最終的に児童の説明で足りない部分を
補って先生が説明していました。45分しかな
い授業で10分待ち続けることはなかなか難し
いことだと思います。学年が上がればやらなけ
ればならないことも増え，なおさらだと思いま
すが，ただ公式を覚え機械的に計算をさせるの
ではなく，どうしてそうなるのかまで意味を考
えさせる授業に，教師は教えることだけではな
いと気付かされました。
　授業の後半では三角形の公式や平行四辺形の
公式を使った問題練習をしていました。ここで
は早く解けた人が次に終わった人の丸付けを
し，間違っていたら違っている箇所について教
えてあげていました。そうすることでお互いに
理解を深めるだけでなく，助け合い，クラス全
員が参加している授業になるのだと思いまし
た。
　今回のボランティアで授業を見せてもらった
どの先生も，方法は違っていましたが児童の心
をつかみ授業を進めていました。声のトーンや
児童との距離感，集中のさせ方なども児童や学
年によって違い，実際の教室でしかわからない
ことをたくさん学ばせてもらえました。
　現在，私は個人塾の講師をしていますが学校
の先生方と比べるとまだまだ足りないことが多
いと感じました。教師というのは知識を植え付
けるだけでなく，児童の立場になって考え方を
育てていく必要があり，そのためには児童の興
味を引きつける工夫が大切だと思いました。
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土沢中学校

１４．愛のある教え方を模索する

情報科学科　3年　水戸　紘子

　今期は2ヶ月間，毎週木曜日の午前中に土沢
中学校に行かせていただきました。去年の活動
から時間が空いてしまったことや，午前中の活
動のみで生徒と触れ合う時間が少なかったこと
などがあり，少し緊張しながら過ごしたあっと
いう間の2ヶ月間でした。活動内容は数学の丸
付けや遅れ気味の生徒への手助けが中心でした
が，今回は生徒の補佐について学ぶこと以外
に，授業について多く勉強させていただきまし
た。
　私自身が大学3年生となり授業を考えていく
ことが多くなりました。特に夏休みからは自分
の担当以外の授業もしっかりと考えるようにな
り，中学校の範囲であれば，どの単元がどのよ
うな順番で教えられていくのかわかるようにな
りました。授業について考えていると今まで見
てきた様々な授業を思い出し，早く学校ボラン
ティアに行って学びたいと感じるようになりま
した。
　いざ後期になり，久しぶりの土沢中学校の授
業を見ていると，先生の教え方が去年と少し違
うような気がしました。そこで去年のメモと今
年のメモを見比べてみると特に変わっていると
ころはありませんでした。どうしても気になっ
たので授業後に先生に伺ってみたところ「方針
を変えたのは2年前で今は前の教え方と今の教
え方，どちらが生徒に伝わりやすいか考えてい
るところ」ということでした。大学に戻り，先
生の言う2通りの教え方について考えていたと
きに，ふと去年の授業の情景を思い出しまし
た。加えて，この範囲の授業を夏休み中に考え
ていたことを思い出し，その板書案を見てみる

と，去年の先生の授業をしっかりと思い出すこ
とが出来ました。その授業は方針や内容を変え
たというわけではなく，授業の中で重視してい
る点を少しずらしていたということに気付くこ
とができました。それから再度，先生の教え方
を再現し考えていくと，ずらした意味や2通り
の方法の利点などを深く考えることが出来まし
た。
　この経験で驚いた点はベテランの先生が教え
方を模索しているということでした。教師とな
り何度もその範囲を教え続けてきた先生が方針
を変えることがある。そのことが私にとって衝
撃的でした。今思えば，きっと，教師がそんな
に教え方を変えてはならないと感じたために衝
撃を受けたのでしょう。その授業から1週間後，
数学の授業の後，違う内容で先生に質問しに行
きました。すると先生は質問に答えながら「で
もね，あのクラスはね」や「最近の子どもだと
ね」といった表現を何度も使いました。そのと
き前回の授業後の会話にもこういった言葉が
あったことを思い出しました。そうしてまた一
つ気付くことが出来ました。先生は目の前の生
徒のことを一番に考えて，どの方法が伝わるの
か，目の前の生徒が数学に興味を持つためには
どのような表現が良いのか，などを常に模索し
続けていました。それに気付いたとき教育に対
する強い愛をこの目で見ることが出来たのだと
感じました。
　常に向上心を持つことを忘れないことは教師
にとって当たり前のことであり，私も常に心が
けてきたことでした。しかし，その向上心は義
務感や責任感などから生まれるものではなく，
愛から生まれるものであり，それが日々の中学
生活に活きてきているのだと強く感じました。
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１５．環境に応じた指導

数理・物理学科　2年　稲葉　沙樹

　私は土沢中学校に毎週2回程度訪問し，月曜
日は授業の補助，木曜日は数学補習の補助をさ
せていただきました。月曜日は主に1年生の授
業中の机間指導で，作業が進んでいなかったり
わからないところがあったりする生徒を指導し
ました。木曜日の補習では，自分から補習を受
けたいという生徒が集まり，用意されたプリン
トを解き，わからないところを一緒に考えて指
導していきました。
　両方とも教えるという点では同じなのです
が，環境の違いで教え方や教えやすさの違いを
感じたので，その点について比較し，まとめて
いきたいと思います。
　まず授業の補助では，わからないとこがあっ
たとしても周りにたくさん友だちがいて私たち
に聞くのが恥ずかしいのか，わからないと言っ
てくる生徒が少なかったです。しかし作業が止
まっているので指導したり，間違えているとこ
ろを指摘すると素直に答えてくれたりする生徒
が多かったように感じます。中にはまったく反
応を返してくれない生徒もいましたが，月曜日
の授業では先生と補助の先生，そして大学生ボ
ランティアが5人もいて，かなり大人数に囲ま
れている環境だったので，生徒の立場からする
と少しうっとうしかったのかもしれません。ま
た，授業中ということもあり，わからない問題
を教えていたら先生が解説を始めていて「(わ
からないところを解いていたから) 1問目の答
えがわからなかった」と言われてしまい，か
えって生徒の邪魔をしてしまったことがありま
した。あくまで授業なので，しっかり先生の声
に耳を傾けて生徒を授業に参加させてあげなけ
ればいけないと反省しました。短い時間の中で
何人もの生徒に簡潔に指導していくのは難し
かったです。

　次に補習は，毎回受けたい生徒を募り放課後
に数学の補習を行い，私は主に3年生を受け持
ちました。受験が近いということもあり，人数
も多かったのですが，全員女の子だったので，
比較的はじめからなじみやすかったと思いま
す。補習は授業と違って始めは雑談も交えつつ
和気藹々と進めていき，わからないところがあ
るとすぐに聞いてくれたり，友だち同士で教え
あったりなどしていました。3年生ということ
もあり，受験もあるのでみんな真剣に取り組ん
でくれました。わかるまで何度も違う方法で説
明し，授業で使ったプリントなども見ながらわ
かるまで繰り返しの指導となりました。友だち
とどっちが先に解けるか競争していたり，お互
いに教えあったり考えたりと，いい刺激になっ
ていた気がしました。わからないことを恥ずか
しがらずに聞ける環境の大切さを感じました。
授業中はなかなか聞きにくく時間も短く限られ
ているので，補習に参加してわからないところ
を理解して自分の力にしていくのは大事なこと
だと思います。教える立場としても，どんどん
説明に対して疑問をぶつけてきてくれたのでこ
ちらも答え甲斐がありましたし，ノートやプリ
ントを見せてもらいながら生徒にあった教え方
ができたのでやりやすかった印象があります。
　回を重ねるごとに何回も同じ生徒と会い，少
しずつ話ができ名前も覚えてもらえたのでとて
も嬉しかったですが，逆に教師になったときあ
まりにも友達感覚で接してもいけないし，距離
がありすぎてもいけない，あくまで先生と生徒
という関係なのだということを考えなくてはい
けないと感じました。
　このボランティアを通して生徒と接する機会
を作れたこと，実際に現場に入って授業を見学
させていただけたこと，とても貴重な時間を過
ごすことができました。
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１６．生徒へ教えることの配慮

数理・物理学科　2年　岡田　一樹

　10月25日から12月20日まで計7回(金曜
日13:40 ～ 14:30)，平塚市立土沢中学校で学
校ボランティアをさせていただきました。主な
活動内容としては1年A組の数学の授業に参加
し，問題が解けない生徒に対し解答の方法を教
えることと理科室の整理(人体模型の解体，古
くなった顕微鏡の片づけ等)でした。
　今回の学校ボランティアを通して沢山のこと
を学びましたが，その中でも「先生の生徒への
配慮」と「私の語彙力の無さ」，この2つが最
も印象に残っているので書かせていただきま
す。
　最初に，今回のボランティアで全体的に感じ
たことは授業内・外に関わらず先生方が生徒へ
の配慮を欠かしてないということです。例えば，
掛け算の記号は・ではなく×で書く，次の理科
の実験で生徒が今やっていることが分かるよう
にするために学習ペーパーを作成するなど生徒
への何気ない配慮をとても多く見てきました。
その中でも頭に残っていることが「集中力が無
い生徒」への配慮です。
　数学の授業に参加させていただいたとき，お
昼ご飯後の授業ということもあってか一部の生
徒の集中力がありませんでした。その時先生は
ある程度説明を終えた後に生徒を指名し問題を
解かせたのです。それから生徒全員が引き締
まったような顔つきになりました。先生がただ
教科書を読むだけでなく，問題を生徒に解かせ
ることによってある程度の緊張感が漂い，生徒
が集中力を維持出来ていることが感じられまし
た。また，先生は集中力のない生徒に対しても
諦めず，最後まで説明をしていました。
　次に感じたことが私自身の語彙力の無さで
す。学校ボランティアで教えるのは中学1年生，
この前まで小学生だった子です。そのため私が
考えている問題の解き方，答えを噛み砕いて説

明しなければなりません。机間指導をしていて，
生徒に解答の仕方を教える時に私の説明力，語
彙力の無さによって余計混乱させてしまったこ
とが今でも忘れられません。うまく言葉にして
伝えられない悔しさがありました。
　今回のボランティアで私は自分の未熟さを痛
感しました。私は「分からない生徒を出さない」
という教師像を理想としています。そのために
は語彙力をつけるのが必須の条件と考えていま
す。語彙力だけでなくこれからたくさんのこと
を学び，吸収しなければ教師にすらなれないと
思いました。このボランティアで体験したのは
日常の大学生活やアルバイトでは分からない，
学校という現場でしか感じられない雰囲気でし
た。そして，子どもを好きでなければ教師とい
う仕事はなりたたないということを先生方から
お聞きして，教師になる上でも貴重なことを沢
山学べ，教師になりたいという思いが強くなり
ました。
　3年次生になり時間割に余裕ができたら一日
ボランティアに行こうと考えています。そこで
実際に教師の1日を体験し，自分の糧にしてい
きたいと思っています。最後に，土沢中学校の
先生方に深くお礼を申し上げます。本当にあり
がとうございました。

１７．リズミカルな授業の中で
　　　見つけた細かい工夫

数理・物理学科　2年　佐々木一樹

　土沢中学校で金曜日５時間目に１年生の数学
の授業補助を行った。先生が説明している時は，
一番後ろで授業を見学し，先生が生徒に練習問
題などを解かせている時は，生徒がわからなそ
うにしている時に教えてあげる授業補助を行っ
た。
　最初に参加した授業は，比の概念→比例式→
比例式の性質という展開だった。授業の流れが
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とてもスムーズだと感じた。そこには，多くの
細かい工夫があった。
　比の概念を説明するときに，例えば５：３＝
５／３となることを教える時に「：」の間に「－」
を入れて「÷」の形にしたりしていた。
　また比を分数に変えることを教えたあとに比
例式が展開された。比例式は例題の以下の問い
を解きながら説明された。

  ｘ：９＝４：３
 １５：２０＝３６：ｘ

　 の問題では先に述べた概念を生徒に問
いかけながら授業は行われた。また， の問
題では， では変数ｘが分子にくるが
では変数ｘが分母にくるという違いがある。私
が解く場合には，分母に変数ｘがきても分子に
変数ｘがきても両辺の約分を行い簡単に解いて
しまうが，中学生は分母に変数がくると約分が
出来なくなり，３／４＝３６／ｘのところから
手が止まってしまっていた。そこで先生は，
(ⅰ)  両辺に４ｘをかける
　　　(教科書に載っている解法)
(ⅱ)  分母または分子の倍率を比較するという
　　　解法

(分子が左辺から右辺にかけて１２倍さ
れているので分母も同じように１２倍さ
れたものがｘであるという考え方)

(ⅲ)  逆数をとる
　　　( の場合と同じ視点に変える。)
といった３パターンの解法で教えていた。
　次に，比例式の性質（a：b=c：d ad=bc）
の説明に入った。ここでは先で行った比例式か
ら項をすべてa，b，c，dの文字に置き換えて
先の例題 と同じような解法で解き，比例
式の性質の説明を行っていた。また，ここで言
葉の説明では，「外項」は「外側の項の積」，「内
項」は「内側の項の積」などと言葉の説明を言
葉を構成している意味の内容から関連づけて説
明を行っていた。
　このように，授業の中には多くの工夫が施さ
れていた。また，この授業で中学生は比例式を

解くときに分母に変数がくると解けなくなって
しまったりすることから，一つひとつの事が独
立してしまっていて１つのレールにのっていな
いような気がした。だからこそ，この授業のよ
うに，前で行ったことを次へ繋げていくような
授業展開が重要になってくるのだと思った。
　今回，この学校ボランティアを通して，中学
生はどういうところで手が止まってしまうの
か，また，そこで教師にどういう工夫が要求さ
れてくるのかを考えさせられ，学びました。た
だ人に教科書通りに教えていくのではなく，そ
こにマニュアルを超えた先生自身の細かい工夫
が施された授業に参加できたことは，とても貴
重な体験だったと思う。このような体験を今後
に活かしていきたいと思った。

１８．教えるだけが教師じゃない

数理・物理学科　２年　芹澤 郁之

　今回私は，初めて学校ボランティアに参加し
ました。中学生が相手ということもあり，自分
からすべてを受け入れるつもりで活動しまし
た。今回の活動は，理科と数学の授業支援ボラ
ンティアでした。
　数学の授業では，問題演習において分からな
い生徒がいたときに生徒に指導してあげること
が主な活動でした。学習指導要領が変わったこ
ともあり，私が習っていないような単元を教え
ることが数回ありましたが，教科担任の先生の
説明により，内容をすぐに理解することがで
き，分かりやすく教えることができました。
　理科に関しては数学同様，問題演習において
生徒に説明することも行いましたが，そのほか
に理科室の整理を行いました。内容としては，
理科室内の顕微鏡などを，生徒が取り出しやす
い場所に移動させたり，いらないものを処分し
たりすることでした。3・4回整理を行いまし
たが，初めて理科室を訪れた時より，きれいに
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することができました。
　今回，学校ボランティアに参加したことで，
今までの視線とは違う立場で，学校というもの
を見ることができました。それは，生徒として
ではなく学校で仕事をする教師側の視点である
ことです。私が中学生であったころは，当たり
前のように授業が行われ，教材が配られ行事が
行われました。これらのことができたのは，先
生や事務の方たちがいろいろ考えてくれていた
からです。そのことを改めて実感することがで
きました。
　学校ボランティアに参加して，教師の仕事の
大変さを多く知ることができました。私は今ま
で，教師の仕事は授業をすることが主な仕事
で，そのほかの仕事はあまり多くないと思って
いました。しかし，実際の現場を見てみると私
が思っていたのとは真逆で，授業よりも授業以
外の仕事のほうがたくさんあることを知りまし
た。例えば今回，理科室の整理整頓を理科の先
生に頼まれて行いました。私が訪れた中学校に
は理科の先生が一人しかいないということで，
理科の先生の授業以外の雑務の一つとして理科
室の整理整頓を行いました。薬品などの整理は，
理科の先生でなければできません。ほかに何人
かいれば楽になると思いますが一人しかいない
と，すべてを自分でやらなくてはなりません。
もちろん授業に備えて教材を作ったり実験の準
備をしたりもします。そのほかにも，部活動の
管理であったり，来客との面会だったり，どの
先生方も同じように授業以外の仕事を多くこな
していました。　
　教師の仕事は，生徒が安心して学校生活を送
れるようにするというのが一番の目標であると
今回の体験を通じて感じました。学校で，様々
な体験をすることができるのは先生があらかじ
めしっかり準備を行っているからです。この準
備をするという作業が学校という組織を支えて
いるのではないかと思います。授業をするにあ
たっても，どこを中心に教えていくかなどあら
かじめ方針を立てておかないと，うまく授業を

することができません。また，学校行事におい
ても多くの準備が必要です。
　教師を目指していくうえで，何事にも多くの
準備が必要であるということを肝に銘じなが
ら，私はこれからの勉強に励んでいきたいと思
います。

１９．生徒の現状，教師の課題

数理・物理学科　2年　高橋　雄亮

　私は10月から12月にかけて，土沢中学校へ
行き，学校ボランティアに参加しました。活動
日は基本的に毎週水曜日の5時間目（13：40
～ 14：40）の3年生の理科と，毎週金曜日の
1時間目（9：05 ～ 10：05）の1年生の数学
に参加しました。それ以外にも不定期に他のク
ラスの数学を見たこともありました。
　数学は授業中に行われる練習問題でわからな
い生徒に教える補助等を行いました。期間中に
行われた内容は「方程式の利用」～「平面図形」
でした。
　理科では授業のサポートや理科の実験の準備
や事前実験等を行いました。実験等の準備では
普段できないところまでさせてもらったので，
良い経験となりました。
　前期でもこの中学校で学校ボランティアに参
加していました。前期の時は数学，理科だけで
なく，国語，社会，英語，体育など様々な教科
に参加し，それぞれの先生の教え方のポイント
や板書の仕方などを学ぶことができました。
　今期は自分の専門の数学，理科のみを集中し
て見ることができ，また，その中でも特に「生
徒の現状，教師の課題」について強く感じるも
のがありました。
　まず，生徒の現状について，活動を通して感
じたことは，勉強の内容の理解度が低くなって
いる点です。この理由について先生との会話や
ニュースなどを見て感じたことが，①新学習指
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導要領による要因，②地域による要因，③勉強
に対する関心・意欲があまり見受けられないこ
と，の3点でした。
　①については自分たちが中学生の時と比べ，
上の学年の学習内容が下の学年に下がり，ま
た，1年間で習う内容が増えて，今の子どもは
覚えるのに精一杯なのではないかと思いまし
た。現に2，3年生を見ていると，前学年の内容
を覚えておらず（または理解しておらず），今
学習している内容も理解できていない生徒が多
かったです。
　②に関してはこの学区一帯はほとんど塾がな
く，自宅学習か，または授業のみの生徒が多い
と聞きました。自宅学習にも限界があるのか，
勉強の仕方がわかっていない生徒も見受けられ
ました。これも要因の１つではないかと考えま
した。
　③については理系科目の苦手な生徒がこれに
一番当てはまると思いました。
　この内容を踏まえて，1人でも多くの生徒が
授業に関心を持ち，かつ理解できる授業づくり
をしていかなければならないと改めて感じまし
た。また，塾の少ない環境の地域では，土沢中
学校でもやっているような放課後の勉強会も重
要だと感じました。
　学校ボランティア活動前後での自分の変化と
して，どんな工夫をしていけば良いか，どうし
たら理解しやすく関心を持てる授業づくりがで
きるのか，積極的に授業を受けてもらうにはど
うすれば良いか，と今後の自分の課題も見出す
ことができました。
　今回参加した授業は1年間のほんの一部分に
すぎません。また，来年も参加して，自分の将
来のためにこの経験を活かしていきたいと思い
ます。

２０．生徒たちの学習意欲とその実態

数理・物理学科　2年　三澤　達也

　私は，10月上旬から12月下旬にかけて土沢
中学校でのボランティア活動に参加しました。
主に毎週金曜日の第5限目にある数学の授業に
参加しました。基本的にはその時間に1年生の
授業を見ていましたが，補習や3年生の授業，
それと理科の実験の準備に1回ずつ参加しまし
た。1年生の授業内容は，方程式，比例・反比例，
平面図形についての学習でした。私の活動内容
は生徒が演習しているときにつまずいている生
徒にヒントを与えるというものでした。3年生
の授業では相似を扱いました。補習では，1年
生から3年生までが数人集まり，プリントでテ
スト対策をしているところを手助けしました。
　生徒の授業態度を見て感じたことがやる気の
有無と理解の曖昧さです。出題された問題にも
真っ先に取り組み，授業中もよく発言する生徒
もいれば，授業についていけず，演習問題にも
あまり積極的に取り組まない生徒もいます。ま
た，わからないことを聞かずにそのまま放置
し，たとえそれを教えられても，その場しのぎ
の返答をして，本当に理解しているのか曖昧な
生徒もいます。生徒が授業を受け，そこで学ん
だことを理解して自分の知識にするはずが，予
想以上にその意欲のない生徒がいるという印象
を受けました。
　基本的に先生が生徒全体に話をしているとき
には，我々大学生は後ろから授業の運営の仕方
を観察し，生徒の様子を見ていましたが，板書
を写さず，話も聞いていない生徒も見られまし
た。そして演習に移り生徒の様子を見ていると，
そういう生徒は当然何もせず，考えているかど
うかも分からない。そういったときに我々がま
た一から教えるのですが，そこで感じるのが，
生徒が理解しているのかどうかということで
す。当然，教えたことを理解して次の問題に活
かしている生徒もいますし，そういう生徒はや
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はり自分から進んで学ぼうとしているのがわか
ります。しかしそうでない生徒もいるのが現実
です。やはりそういう生徒は見ていてわかるも
ので，教えたことを分かったフリはしますが，
実際似たような問題を再び解こうとすると，ま
たつまずきます。
　この繰り返しを今までしてきたのだろうとも
思いました。ここから勉強に対しての意識が低
くなり，今に至っていると思うと，これはすご
く悪い循環にはまってしまっていると思いま
す。また，このような勉強の遅れは周りとも差
が浮き彫りになり，学校生活にも支障が出て，
不登校やいじめなどにも少なからず繋がってし
まうのではないかと感じました。ただ，この状
況に対して教員側も一人ひとりにまで手が回ら
ないというのも厳しい現実なのだと思います。
先生方が教えている様子を見ても，我々からす
ればとても分かりやすいように感じましたが，
生徒はあまり理解しているようには見えません
でした。
　未熟ながらも，私も生徒に教えたわけです
が，たった一人の生徒になにかを完全に理解さ
せるのも困難なことが多々ありました。それを
20人を超える生徒たちに教えるのだから，当
然難しいと思います。ただ，たった一人の生徒
でも教えたことを理解してもらえた時の嬉しさ
はやはり大きなものでした。決して簡単なこと
ではないですが，これができるようになりたい
と，このボランティアでは強く感じました。

２１．ボランティアで気づけたこと

数理・物理学科　2年　山田　奈織

　私は，１０月から１２月にかけて，土沢中学
校のボランティアに参加し，主に１，２年生の
数学の授業のサポートをさせていただきまし
た。その中で，授業中の問題演習の時間などに，
分からない子のそばに行ってなるべく丁寧に教

えたり，時には授業に集中していない子に注意
したりと，なかなか体験できない貴重な経験を
たくさんさせていただきました。初めてのボラ
ンティアということもあり，緊張していて最初
は自分から積極的に生徒に関わることができな
かったのですが，段々と慣れてきて，生徒にも
自分から話しかけたり，生徒から話してくれた
りして，とても嬉しかったです。
　そして，今まで生徒という立場でしか授業に
参加したことがなかったのですが，今回，初め
て先生寄りの立場にたって授業を受けてみて，
多くのことに気づかされました。
　まず，生徒は一人ひとり，勉強の出来具合
が違うということです。これは極当たり前の
ことですが，自分が生徒として授業を受けて
いたときには，あまり気にしなかったことでし
た。すごく勉強ができてどんどん先に進む子も
いれば，今授業でやっていることどころか，そ
のずっと前のことすら理解できていない子もい
る。そういうことが，客観的に授業をみてみる
ととても顕著に分かりました。教師は生徒それ
ぞれがどれくらいできるか，きちんと把握した
上で，一人ひとりに対応していかなければいけ
ないと気づきました。
　次に，学年によって授業風景が違うというこ
とです。１年生はやはり小学校からあがったば
かりでその気分が抜けていないのか，にぎやか
な授業でした。２年生は先生が質問すると返事
が返ってくるくらいで，割と静かな授業でし
た。たった１年だけでこんなに違うのかと少し
驚きました。学年だけでなくクラスによっても
もしかしたら違うのかもしれません。みんなが
積極的に発言したりするにぎやかなクラスもあ
れば，すこし消極的で静かなクラスもあるで
しょう。生徒が十人十色で一人ひとり違うよう
に，その生徒たちが作り出すクラスもまたそれ
ぞれ違う。それぞれのクラスにあった授業がで
きるような教師が学校には必要なのだと気づく
ことができました。
　最後に，「教師」は大変な仕事だけどもやり
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がいがあるということです。先ほど述べたよう
なこともしなければならないし，生徒のなかに
は授業中まったくやる気が無い子もいます。そ
ういう子をいかにやる気にさせるかも考えなが
ら授業をしなければなりませんし，もちろん授
業だけしていればいいわけでもありません。雑
務もやらなければならないでしょう。しかし，
それらを行ったうえでそれが生徒のためになっ
たり，生徒が喜んでくれたりするのなら，それ
までの苦労は全て帳消しになり，教師になって
よかったなあと思うのかもしれません。そうい
う仕事はなかなか他にはないのでやっぱり教師
という職業はとても素敵だと気づくことができ
てよかったです。
　今まで述べたようなことはボランティアに参
加しなかったら絶対に気づくことができなかっ
たことばかりです。本当に参加してよかったと，
心から思いました。そして，これからも積極的
にボランティアに参加して，自分自身が教師に
なるための準備を少しずつ進めていけたらいい
なと思います。

２２．ベテランだからこそ分かる事

数理・物理学科　2年　湯地　弘季

　私は，１０月７日から1２月１６日までの毎
週月曜日に土沢中学校にボランティア活動に行
きました。主に５，６時間目の授業に参加させ
てもらい，ほぼ毎回6時間目には１年生の数学
の授業が入っていました。5時間目は，主に理
科の授業が入っており，理科室の掃除や整理な
どが主で，時々，２年生の理科の授業を見学さ
せてもらう機会がありました。文化祭の準備で，
6時間目の授業が潰れた時がありました。その
時は，学生ボランティアのメンバーでパソコン
室に向かい，「出入禁止」の張り紙の作成をす
るという日がありました。また，テスト期間中
で6時間目がなくなるという日もありました。

　今回，ベテランの先生が行う授業を生徒とい
う立場以外で見学させてもらい，数々の発見を
しました。ベテランであるからこそ，色々気付
いていること，解かることがあり，経験を重ね
ることの大切さを教わりました。これからその
ことについて述べたいと思います。
　主に数学の先生から学んだことです。初めて
ボランティアに行った日の授業の後に先生が言
われた言葉なのですが，「生徒の中には，プリ
ントの問題を解くスピードが速い子もいれば，
全然進んでない子もいる。プリントの問題を解
くスピードが速くても間違いが多い子だってい
る。解くスピードが速くても，途中式を書いて
ごらんと言って書けない子というのはちゃんと
理解していない」とおっしゃっていました。こ
れは長年生徒をよく見てきたからこそ分かるよ
うになってきたことだと思います。
　ある時は，面積の比率の問題を今度やるとの
ことで，黄色い大きい方眼紙に三角形を書き
（この時，直角三角形は書かない方が良いと指
摘されました），隣にそれぞれの辺が2倍になっ
た三角形を書きました。次に長方形を書き，そ
れぞれの辺を3倍にした長方形を隣に書きまし
た。そして今度はピンクの大きな方眼紙を用い
て最初書いた三角形を４つと長方形を９つ書き
ました。それらを切り取って黄色い大きな方眼
紙に書いたそれぞれ大きい方の三角形，長方形
に張り付けることによって，それぞれの辺が2
倍になると面積は4倍，それぞれの辺が3倍に
なると面積は9倍になることが視覚的にわかる
ようにできていました。これには，本当に凄い
と感激しました。これは，経験を積むことに
よって，生徒の理解度を把握し，生徒たちにど
うすればわかりやすく伝わるのか理解できるの
かをいままでの経験から学び，活かしてきたベ
テランだからこそできることなんだと思いまし
た。
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２３．自己の問題点の発見

理学部　化学科　2年　福本 健志

　私は今期初めてこのボランティアに参加させ
ていただきました。私は先生方がどのように授
業を展開しているか，生徒とどのように接すれ
ばいいか，また生徒が理解しやすい教え方はど
のようなものか等，できるだけ多くのことを吸
収することを目標としました。何を学ぶことが
できたか，私の経験を述べていきます。
　今回お世話になったのは土沢中学校の方々
で，担当は理科と数学，特活の授業支援として
お手伝いさせていただきました。始めのうちは
緊張し，生徒との接し方がわからず，あまり話
すことができませんでした。しかし，生徒の方
から積極的に話してきてくれたため，私も自ら
声をかけるようになり，心の距離を徐々に縮め
ていくことができました。ただ，友達と話す感
覚に近かったため，話し方がやや教師的立場と
して不適切ではなかったか，というのが反省点
です。
　活動内容を大まかに分けると，生徒の授業支
援と授業外の補助です。数学の授業中に私が
行ったのは，生徒が練習問題をする際にヒント
や考え方を伝え，答えを導けるような補助をし
ました。答えを言うことは生徒のためにならな
いと思い，言わないように心がけました。復習
では，同じ系統の問題であるにも関わらず，問
い方が少し変わっただけで全くできなくなる子
が多く，なぜこのようになるのだろうと疑問を
持ちました。
　理科では数学と同様の事の他に，実験の補助
をさせていただきました。土沢中学の理科教師
は一人です。実験の際は危険が伴うのでその見
回りなど一人で忙しく，実験器具の整備もあり
大変だと思いました。実験の前準備や予備実験
を行い，その結果を報告し，生徒にはどのよう
に実験させるか，どのような注意や工夫をすれ
ばよいかなどを先生と話し合いました。実験の

際，生徒は好奇心からか感情が高ぶり，先生の
話を聞かず，私語をする場面が見受けられまし
た。このような生徒は実験がうまくいかず失敗
したり，やり方が全く分からなかったり，とい
う事態に陥ってしまうようでした。この生徒た
ちから「～のようになっちゃったんだけどどう
すればいいの」と尋ねられた際は教員ではない
ので勝手な指示を出すわけにもいかず，先生に
何度も尋ねる形となってしまい，生徒には頼り
ない姿を見せてしまったと後悔しました。実験
の際には如何にして生徒に話を聞かせるかが重
要になるのだと学びました。また失敗の対応を
用意しておく必要があるため，他の教科よりも
負担が大きいなとも感じました。
　その他の活動として，小テストの採点があり
ましたが，これは生徒がどこを苦手とし，どの
ように間違っているのかを把握する良い機会と
なりました。また，ワークの出来の確認，理科
室の整理整頓・整備や維持などをしました。文
化祭が近くなると生徒の自由研究の掲示や，訪
れる保護者に対する対応についても考えなけれ
ばなりません。
　今回の一番の問題点は生徒がどこまで学ん
で，どこまで理解しているのかを把握できてい
ないがために教え方に「制限」が生じることで
した。高校，大学を経て，レベルの高い知識を
身につけているために，その知識が仇となり詳
しい内容まで話してしまい，混乱を招きかねな
いからです。他方，生徒同士の教えあいの中で，
近いレベルならではの教え方に感心してしまい
ました。今の私に必要なのは，生徒にいかにし
て教えるかではなく，生徒の理解到達度や学習
範囲を理解することや，理解させる方法，経験
だと痛感しました。今回のボランティアは，自
らの解決すべき課題が見出せたことが一番の成
果だと思いました。
　最後になりましたが，土沢中学校の皆さん，
貴重な経験と時間をありがとうございました。
また成長してから，お手伝いさせていただきた
いので，その際はよろしくお願いいたします。
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２４．生徒に合わせた授業展開をする
　　　難しさ

総合理学プログラム　2年　石川　航大

　私は10月11日から12月20日までの計9回（金
曜日9：50 ～ 12：00），平塚市立土沢中学校
で学校ボランティアの活動をさせていただきま
した。主な活動内容としては数学及び理科の授
業に参加させていただき，練習問題や演習問題
に生徒たちが取り組む際に分からないところな
どを教えるというものでした。
　今回の活動を通して感じたことは，教科書の
内容をただそのまま教科書に沿って教えるだけ
でなく生徒たちの理解力や理解しやすい傾向を
的確に読み取り，それに合わせて授業を展開し
ていくことの大切さです。
　今回の活動では2・3年生の数学の授業に参
加させていただく機会が多かったのですが，
ちょうど2学期はどちらの学年も範囲が証明の
部分で，私も中学時代に苦戦した難しい範囲で
した。証明の範囲は，まず証明を行うときに使
う定義の証明から行い，その後その定義を使っ
て問題を解いていくという形をとりますが，中
学生にしてみれば同じ図形や同じような証明を
何回も書くため少なからず退屈な授業です。ま
たこの時期は受験勉強のために塾に行っている
生徒も多く，クラスの中が大きく「もう分かっ
ているという生徒」と「難しくて理解しきれて
いないという生徒」の2パターンに分かれてし
まっているので，クラス全体としてあまり興味
がないという雰囲気になってしまいがちです。
土沢中学校の2, 3年生も例外ではなく，全体
的にあまり興味がないという雰囲気になってい
ました。そこで数学の先生は次のような工夫を
行っていました。
①　教科書の問題を行うにしても補助線や求め
るところを変え「もう分かっているという
生徒」にも授業に参加させる。

②　全証明はできない生徒がまだ多いため証

明の途中が穴抜きになっているプリントを
使って証明のパターンを覚えられるように
する。

③　図などがあらかじめ印刷されていて，書き
込むだけでいいというプリントを使う。

　「もう分かっているという生徒」と「難しく
て理解しきれていないという生徒」のどちらも
授業に参加するような工夫を行っていました。
また生徒のことをよく見ていて難しい問題の時
は「もう分かっているという生徒」に当てて答
えさせ，簡単な問題のときは「難しくて理解し
きれていないという生徒」に当てるなどという
細かい工夫も行って生徒を授業に参加させるよ
うにしていました。
　このような教える範囲とクラスの状態をしっ
かり把握した上で教科書の内容に工夫を加えた
り，生徒の理解度を読み取ってプリントを作成
したりということは経験が豊富だからできるこ
となのかもしれません。しかし，このようなこ
とができなければ，教科書通りにしか授業を進
められないような詰まらない教師になってしま
うと思います。正直，私もそうだったように勉
強が好きな生徒はほとんどいないのが現状なの
だと思います。ですが，そんな中でも授業に多
くの工夫を取り入れて，担当する教科に少しで
も関心を持ってもらい楽しいと感じて，大学な
どで勉強してみたいと思ってもらえるような授
業を行えるような教師になりたいと，今回の活
動を通して感じました。
　このようなことを口で言うのは簡単なことで
すが，実際に行えるまでになるには多くの経験
を積み，努力をしなければならないと思いま
す。そして経験というのはこのようなボラン
ティア活動だけではなく，日常の大学生活やア
ルバイトなどでも培われるものだと思います。
また，今後は他の人の模擬授業なども見る機会
が増え，そのようなときに良いと思った授業展
開や工夫といったものはどんどん吸収し，自分
が実際に生徒に教えることになった時に，自分
が思うような授業が展開できるようになりたい
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と思います。

２５．無限大の可能性を持った生徒

総合理学プログラム　2年　高島　葵

　土沢中学校で週１回，理科の時間に学校ボラ
ンティアをやらせていただきました。実験中や
生徒が問題を解いているときの補佐，理科室の
掃除，プリントの印刷，提出物のチェックなど
を行いました。週１回１時間という短い時間
だったため，特定の生徒と多く接するという機
会がなかったことが少し残念でした。
　ボランティアを通して，先生という立場で生
徒と接したいという気持ちが大きくなりまし
た。生徒がプリントの問題を考えているとき，
白紙で全く進んでいない子がいました。やる気
もあまり感じられませんでした。しかし，声を
かけて一緒に問題を考えてみると，最初はやり
たくなさそうだった子が自分から問題に取り組
んでいくではありませんか。ほとんどは私が教
えないとできないものばかりでしたが，解説や
ヒントを聞いて問題を考えようとする姿勢が感
じられました。問題がわかったときや考えてい
るときの表情の変化は，つまらない表情からは
かけ離れたものだったと思います。
　また，生徒がパワーポイントで作成した資料
を印刷したときがありました。内容を見てみる
と，そこは私の想像を超えたアイディアが詰
まった素敵な資料でした。大きなテーマからそ
れぞれのグループが調べることを決め，まとめ
ていくというよく聞く活動ですが，私が中学生
のときにこんなにも色々なアイディアを出し
て，まとめることができたかなと，思い返して
しまいました。まとめ方もとても個性的で，た
くさんの色を使っていたり，写真をうまく使っ
ていたりしました。中学生という時期だからこ
そできる発想とまとめ方にちょっとした嫉妬も
感じたくらいです。

　このような体験は，生徒が多くの可能性を秘
めているということを実感させてくれました。
このくらい出来てくれればいいな，中学生だか
らこのくらいが普通だろうという思いや先入観
が私にはありました。実際に私が先生になった
ときに，自分だけが突っ走ってしまい，生徒が
全くついてこないということだけは避けたいと
思ったからです。しかし，それは違うと思いま
した。私が生徒の限界を決めてしまっては生徒
が成長するわけがありません。誰でもやればで
きます。その可能性を開いてあげるのが先生な
のではないかと思いました。そして，何よりも
いっぱいの可能性がある生徒の成長を近くで見
ていたいと思いました。今までできなかったこ
とができたときの生徒の笑顔や顔つきを見たい
と思いました。
　私は，先生になるにはまだまだ未熟なところ
ばかりです。今回，土沢中学校の先生方と接し
てみてもそう感じました。わかりやすい指示や
話し方はもちろん，信頼がおけるような堂々と
した雰囲気やおおらかなところ…当たり前に感
じるところも自分がやるとなると難しく，今か
ら意識していかなければならないところだと思
いました。くじけそうになることも多々あると
思います。しかし，このボランティアで感じた，
生徒と接したいという目標を持って進んでいき
たいと思いました。
　最後になりましたが，いつも笑顔で快く迎え
てくださった土沢中学校の先生方ありがとうご
ざいました。いい環境で学べるボランティアが
できました。
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秦野曽屋高等学校

２６．山積みの課題と可能性

情報科学科　3年　丸山彩恵子

　秦野曽屋高校で1・2年生の数学・物理を担
当させていただきました。曽屋塾という高校の
補講に参加し，生徒の自主性に沿って支援を行
なうという内容でした。
　今回の活動は主に，“自分の未熟さ”と“自
身の目標”について改めて考えさせられる時間
となりました。
　まず，“自分の未熟さ”についてです。数学
の三角関数・ベクトルについて学習していない
生徒に，物理で力の分解を理解することはかな
り難しいものでした。先に数学の範囲を簡単に
さらってから，質問されたところを答えるとい
う方法を選びました。この方法では，数学に抵
抗のある生徒には，分かり辛い，あるいはより
物理を嫌いになってしまう状態を引き起こしか
ねませんでした。幸い，その時は「ああ，」と
雰囲気だけでも伝わった様子でしたが，しっく
りきていないのは明らかでした。もし，もっと
物理の内容に詳しかったら，数学をもっと簡単
に出来たならと自分の知識・技術の足らなさを
痛感しました。しかし，これが分かれば新たな
可能性が広がるという大きなヒントも同時に得
ることが出来ました。
　次に，“自分の目標”についてです。「今日授
業が分かったんです。余裕ってほどではなかっ
たですけど。」この言葉が心底嬉しかったです。
一見当たり前のことのように思うこの言葉は，
この日まで一緒に勉強していなければ何の感動
も無いただの言葉に過ぎませんでした。しかし，
最初は落ち着いて問題に向かうことが難しかっ
た生徒が，問題の意味を理解し，求める筋道を
見つけて答えが出せるようになるという画期的

な成長でした。紛れも無く，本人の努力が実を
結んだ瞬間でした。この瞬間に立ち会えたこと
が，自分の目標を見つめ直す大きなきっかけに
なりました。「笑顔や，分かったを傍で支えた
い」これが教師になれたときの目標だというこ
とを確認させられました。
　今回まで，2年間の学校ボランティアを通じ
て中学生・高校生と関わらせていただきまし
た。授業形態こそ違うものの，一つとして無意
味だったものなどありません。「どんな先生が
関わりやすいのか」「先生は何を求められるの
か」「どんな事で笑ってくれるのか」「どんな言
い回しなら伝わるのか」普通に大学生活を送っ
ているだけでは知る事や考えることは無かった
かもしれないことを学べる場でした。緊張しや
すい性格で，初めこそコミュニケーションをと
ることに躓いていましたが，徐々に“慣れ”を
習得する事ができました。これこそ，実際に学
校現場でしか補うことの出来ない能力だと思い
ます。課題を見つけ，克服し，また新たな課題
を発見する。自分の教師として欠落している部
分を強引にでも見つめ直し補える，また自分の
目標がいつでも感じられる環境が身近にあるこ
とに感謝します。
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羽沢小学校・明治小学校

２７．子どもたちの魅力・授業の工夫

国際経営学科　4年　佐藤　彩香

　私は，多くの現場経験を積むためにボラン
ティア活動を行っている。2年の冬から横浜市
立羽沢小学校に行き始め， 4年の夏から藤沢市
立明治小学校にて勉強が苦手な子どもを中心に
サポートを行ってきた。
　この体験を通して，自分が小学生のときと実
際に教師の目線に立ったときでは教師のイメー
ジがとても変わった。そして，多くの子どもた
ちと接すること，先生たちの授業を見て勉強す
ることで教育実習もスムーズに進んだのだと思
う。この二点がボランティアをする上の魅力だ
と感じている。
　まず，子どもと楽しく関われることである。
「先生来てくれたの！」といって嬉しそうにか
けつけてくれる子どもの姿を見ると，今日もが
んばろうという気持ちになれる。また，「勉強
がわかった！」という声も聞けるのがボラン
ティアのやりがいでもある。休み時間には一緒
に全力で鬼ごっこするなど子どもの気持ちに
戻って触れ合っていると，子どもの考えている
ことが少しずつわかるようになってきたと思
う。この笑顔に先生たちはやりがいを感じてい
るのだと思った。
　子どもと接して重要だと感じたことは，子ど
もたちに自己肯定感をつけさせるということで
ある。授業サポートしているときに，正解して
いたり，工夫がされていたりしたらすぐ褒めて
認める。子どもが「自分はやればできる人なん
だ」という自信を積み重ねていくと，徐々に目
がキラキラとしていき，その子が授業中に挙手
するようになった。

　次に，ボランティアでは先生たちの授業を見
て学ぶことができる。印象に残った授業は， 4
年生の算数で「いろいろなはかり方の復習」を
する授業であった。はかり方にも様々あり，例
えば鉛筆同士の長さをはかる場合だったら，①
単純に鉛筆を隣同士にくっつけてはかる②消し
ゴム1個分Ａの鉛筆の方が長いというようには
かる③定規ではかる，というような様々なはか
り方があり，これを子どもの声から出させてク
ラス全員で様々なもののはかり方を発見してい
るような授業であった。この回は長さだけでな
く，重さ，水のかさと進めていき，最終的に次
時の内容である広さをどうはかっていけばいい
か考えさせる授業に展開していく。
　小学校と中学・高校での指導面で異なる点
は，子どもの声を何よりも大事にする部分であ
る。中学校では社会科で教育実習をさせていた
だいたが，内容は中学生にとって新しい知識が
多く，資料の読み取り以外は自分が説明してし
まうことが多かった。しかし，同じ社会科でも
小学校の場合は子どもと共に学ぶ姿勢がより
いっそう重視されるように感じた。新しい知識
を教えるとき，先生がそのまま教えるのではな
く，子どもが気になると感じた疑問は先生がそ
のまま答えを言ってしまうのではなく，発問と
してグループ同士で考えさせてみたり，次時の
課題としてつなげたり，宿題として調べさせた
り，と様々な方法をとっていた。子どもの発言
を大切にする分，指導方法も変わり，独特の難
しさがあると感じた。しかし，子どもが主体的
になって授業に取り組んでいるときの目は輝い
ており，私も立派な授業ができる教師になりた
いと強く感じた。
　ボランティアをしたことのない学生は，ぜひ
機会があればボランティアをしてほしいと思
う。現場で経験を積むのと積まないのでは，教
育実習や将来の教師生活に必ず何十倍もの差が
出ると思う。
　毎週毎週楽しくボランティアさせていただい
たので，来年度から，もう今の小学校に通えな
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くなってしまうことが残念である。この経験を
活かし，立派な教師を目指して頑張っていきた
い。ありがとうございました。 土屋小学校・土沢中学校

２８．教師の立場から見た学校

情報科学科　4年　須田　遼

　平塚市立土屋小学校，平塚市立土沢中学校，
この２校で学校ボランティアに参加しました。
土屋小学校は毎週水曜日の午後に活動を行い，
まずは給食を児童たちと一緒に食べました。学
年は１・２・３年生が主でした。そのあとは掃
除を手伝い，昼休み以降の活動は日によって
様々でした。図書館の蔵書の整理や１年生の音
楽の授業見学まで様々なことに携わってきまし
た。
　一番印象に残っているのは，りんどう祭で
す。りんどう祭では４年生の教室で算数教室を
担当しました。そこに来てくれた子達に魔法陣
やマッチ棒のパズルを教えてあげました。その
日が一番生徒たちとふれあうことができ，問題
が解けたときとても喜んでいた子もいました。
　今回は授業の補助に入ることは少なかったで
すが，その少ない経験の中で印象に残っている
のは，５年生の道徳の授業を見学した時です。
内容はいじめについて１学期にクラス目標を決
めて，その目標をどれだけ達成できたかを作文
にして一人ひとり読み上げるもので，その内容
をひとつにまとめて金曜日の集会で発表するた
めに準備をするものでした。そこではクラス全
員がちゃんと発表の準備をしていて，ちゃんと
全員が意見を言えていました。自分が小学生の
時にはクラスに２，３人必ず準備をしなくて発
表をサボってしまう子がいました。でも土屋小
では全員が発表をし，子供同士で意見交換をし
ていました。先生がちゃんとクラスの生徒全員
を上手にまとめることができていて，このこと
にすごく感動しました。
　土屋小では，植木の剪定や校門の修理等の雑
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務の他，祭りや集会など，学校全体で行う行事
が多数あり，その準備や片付けはほとんどが，
職員が手間暇かけてやっているそうです。それ
を聞いて思ったことは教師の仕事は直接的な教
育活動だけではないということでした。自分は
教師の仕事に関して，授業や特別活動，生徒指
導などを考えていましたが，実際の仕事には雑
用などもたくさん含まれていました。自分が小
学校のときは土屋小とは違い，もっと大きな学
校で先生以外の用務員や事務員の人たちも大勢
いました。だから教師の仕事がそこまで幅広い
ものだとは思いませんでした。それがりんどう
祭のときに集まった地域の人たちを見て，初め
て学校は教師だけで支えられているものではな
いことがわかりました。
　土沢中学校では毎週月曜日の午後にボラン
ティアに参加しました。中学校のボランティア
は小学校とはまた違い，数学の時間は授業の補
助，理科の時間は授業補助の他にも備品の整備
や理科室の片付け，予備実験なども行いまし
た。
　特に印象に残っているのは，中間テスト前の
プリント演習のときでした。そのとき自分はプ
リントの問題について席の後ろの子達を特に教
えていたのですが，その授業の最後に，「わか
りやすかった。」「教えてくれてありがとう。」
などと言われました。これは多分教師になって
からは言われない学生ボランティアの立場だか
らこそ聞けた言葉なのだと思います。中学校教
師は小学校より専門的な内容を教え，学校生活
より勉強や部活動などを優先する子もいるの
で，このようなことは教師に対してはあまり言
わないと思います。
　今回このような客観的な立場から学校をなが
めて，教師としてどのようなことを考えて生徒
と接すればいいのかを間近に見て，短い期間で
様々な経験をすることができ，とても貴重な時
間を過ごせたと思います。

土沢中学校・秦野曽屋高等学校

２９．確かな「理解と伝え方」

生物科学科　科目等履修生　小椋　光

　私は４月から引き続き，土沢中学校と秦野曽
屋高等学校で学校ボランティアをさせていただ
きました。秦野曽屋高等学校の校内学習塾「曽
屋塾」では，講師として学習支援をさせていた
だきました。曽屋塾は有志の生徒が自主的に入
塾し，放課後の時間を使い，講師に授業等でわ
からなかったことを質問し，生徒自身の自学・
自習のきっかけを与える場です。私はこの曽屋
塾で，基本的には毎週水曜日の15:45 ～ 16:45
の１時間を生物科学科の西田 紘章さんと２人
で担当しました。生徒の数は１年生５名，２年
生２名の計７名で，主に数学ⅠＡ・ⅡＢの指導
を行いました。
　今回の学校ボランティアでは，確かな学習理
解をするためには，生徒自身が問題文を把握
し，問題全体をイメージする力が必要であると
いうことがわかりました。また，我々講師が生
徒に確実に伝えるためには，抽象的な言葉を使
わないことが重要であるということがわかりま
した。
　まず，二次関数の式を求める問題を指導した
際，生徒は自分が解いたことがある問題と同様
の解法で全ての問題を解こうとしていました。
このように生徒は同様の解法で解答しようとす
るため，数値が変わっただけの問題しか解くこ
とができず，同じ二次関数の式を答える問題で
も，問題文が違う形式で書かれているだけでつ
まずいてしまい，解答できない生徒が多数見ら
れました。このことから，生徒は機械的に問題
を解いているだけで，しっかりと問題全体を読
んでおらず，イメージできていないということ
がわかりました。多くの二次関数の問題は，条



─ 277 ─

2013 年度後期学校ボランティア活動レポート集

件として座標が示されており，求める座標を導
く助けになるよう，ヒントが提示されていま
す。このヒントから，どのようなグラフになる
のかということを把握することが問題を解く上
で重要なポイントです。
　実際に曽屋高校の定期テストの問題では，図
やグラフが書いてある問題もありますが，全て
の問題に図やグラフが書いてあるわけではあり
ませんでした。文章題の場合，文章中から必要
な情報を得て，その情報から図やグラフを生徒
自身の頭でイメージすることが必要となってき
ます。しかし，生徒は問題の意味をきちんと理
解せず，どのようなグラフになるのかを把握し
ていないので，問題を解くことができません。
このことから，問題全体を把握できていない
と，確かな理解には通じないということがわか
りました。そこで，問題全体をイメージする力
をつけるために，問題文の解答に必要な文や要
点をチェックさせました。そこから，問題文の
意味を理解させ，図やグラフを書いて全体を把
握させる指導を行いました。イメージができる
と生徒たちも問題の意図を理解し，問題を解く
ことができるようになりました。
　また，三元一次方程式の問題を指導した際，
問題を解く過程で連立方程式の解法を説明しま
した。そのとき，私は「一つの文字の数値を求
めたら，その数値を３つの式の中で一番簡単な
式に代入します。」という説明をしました。そ
の説明を聞いた生徒の１人が「簡単な式という
のはどういう式ですか。」という質問をしまし
た。生徒の発言を受け，私の感覚や認識の中だ
けにしかない「簡単な式」という言葉を使って
しまい，それでは生徒には伝わらないことに気
づかされました。このことから，自分の中で勝
手に決めてしまった言葉ではなく，具体的に説
明しなければ相手には伝わらないということが
わかりました。また，具体的に説明することが，
生徒にとって親切な伝え方であり，確かな理解
にもつながるということがわかりました。
　曽屋塾を通し，現場で教えてみると生徒たち

の質問や発言から気づかされることが多数ある
ということがわかりました。また，曽屋塾で勉
強してよかったと言ってくれる生徒もいて，理
解してくれる喜びを感じることもできました。
これらの経験を活かしてこれからも生徒ととも
に成長していきたいと思います。

３０．まるかいてちょん，まるかいてちょん。
～絵描き歌を使用した読解力トレーニング～

生物科学科　科目等履修生　西田　紘章

　私は2013年4月から継続して秦野曽屋高等
学校において，曽屋塾の講師として活動を行っ
て来ました。曽屋塾の主な活動としては，神奈
川大学・生物科学科の小椋 光さんと共に講師
を担当し，高校1年生と2年生に対して数学Ⅰ，
A，Ⅱ，Bの指導を行ってきました。
　今回，秦野曽屋高校でのボランティアを通
し，生徒と直にふれあうことができました。そ
して，この曽屋塾の活動で，問題文を正しく読
めていないことから解答できていない生徒が見
られました。
　我々が担当する曽屋塾には1年生が5名， 2
年生が2名参加しており，全ての生徒が4月か
ら継続して曽屋塾に通塾しています。この曽屋
塾では，曽屋高校からの学習指示は一切無く，
講師たちで学習することを判断し，決定しま
す。
　我々が問題を作る際に注意していることは，
生徒一人ひとりの学力レベルに合わせた問題を
作成するということです。4月から継続して生
徒を見ており，生徒個人個人の学力レベルがわ
かってきました。そのため，原理や公式を答え
させるような基礎的な問題から，応用的な問題
まで幅広い問題を用意しました。そして，学力
レベルが低い生徒には基礎的な問題を解かせる
ことで公式や解法等の定着を狙い，学力レベル
の高い生徒には応用問題を解かせることで様々
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な角度から問題を理解してもらいました。
　しかし，生徒全体を通して言えることは，文
章題での正答率どころか解答率までもが著しく
落ちるということです。二次関数やベクトルな
どの問題において，問題文と図やグラフが掲載
されている問題に関しては，おおよその正答率
がありました。ただ，同様の問題でも図やグラ
フがない場合，生徒のほとんどが正答はおろ
か，解答も出来ていませんでした。その原因と
して考えられることは，生徒たちは文章のみで
表された図やグラフを，頭のなかで明確に想像
できていないことがあげられます。
　二次関数の座標を求める問題でこの課題を考
えます。問題文と同時にグラフが掲載されてい
る場合では，掲載されているグラフから求める
べき座標がどの象限にあるのかおおよその目星
をつけて解答することが可能です。しかし，グ
ラフが掲載されておらず問題文のみの場合だ
と，グラフから座標の目星をつけることが出来
ないどころか，そのグラフが上向きであるか下
向きであるかもわかりません。そのため，まず
は自分たちでグラフを作成しなくてはなりませ
ん。ただ，多くの生徒はグラフを作成する作業
を避け，解答しようとするため不具合やケアレ
スミスが生じてしまうのです。更に，問題文が
複雑化し，明確に何を解答するか問題文に書い
ていない場合，解答するもの自体がわからなく
なっています。
　このような課題を解決するため，我々はまず
問題文を読み取る力の充実化を図りました。そ
の際，我々は絵描き歌を使用し，トレーニング
を行ってきました。絵描き歌には，描くべき絵
が「歌詞」で表現されています。まず，生徒に
絵描き歌のタイトルを告げずに，歌詞だけを伝
えて絵を描いてもらうと，当然ながら生徒は何
を描いて良いかわからないため，でたらめな絵
を描いてしまいます。そうした後，生徒に絵描
き歌の「タイトル」を伝え，頭のなかに描く絵
を想像させ，漠然と描くのではなく，その歌詞
が絵の「どの部分」を表しているのか考えなが

ら描いてもらいました。すると，生徒は歌詞の
一文一文を丁寧に読み込み，歌詞の意味を考え
ながら描くことをしていました。これは，文章
題の解答の仕方と同様の作業であり，文章題の
要点を読み取ることへと繋がると考えます。
　最後に，このような貴重な経験を与えてくだ
さった秦野曽屋高校の先生方，鈴木 そよ子先
生，日野 晶也先生に感謝いたします。
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土屋小学校・土沢中学校・
秦野曽屋高等学校

３１．大学生ボランティアとしての立場

情報科学科　4年　栗原　史帆

　私は学校ボランティアで小中高の３つの学校
を訪問しました。各学校でのボランティア内容，
時間，回数等は以下のとおりです。
小学校…給食，清掃，昼休み，
　　　　5校時目(校務作業，授業補助など)
　　　　（毎週金曜12：30 ～ 14：30　8回）
中学校…放課後学習会指導（数学）
　　　　（毎週木曜15：00 ～ 16：00　6回）
高校……曽屋塾（放課後学習）指導（数学）
　　　（毎週月曜 15：45 ～ 16：45　6回）
　上記の活動内容にもある通り，私の参加した
ボランティアのほとんどの時間が授業時間では
なく，休み時間や放課後などの時間であり，授
業時間に比べて，教師主体の時間ではないこと
と，直接児童・生徒と話す時間が多い時間であ
ることを感じました。その中で感じた，大学生
ボランティアとしての児童・生徒との関わり方
についてまとめたいと思います。
　まず，大学生ボランティアをしている学生は
教職課程を履修しており，将来的には教員や児
童・生徒に携わる仕事をしようと考えている場
合が多く，自分の今後に活かすための経験とし
てボランティアに参加しているという学生が多
くいます。少なくとも私は教職課程を履修し，
将来的に教員になりたいと考え，そのための経
験としてこのボランティアをはじめました。し
たがって，多くの大学生ボランティアがボラン
ティアをしているときの立場は，児童・生徒側
ではなく，将来的に目指している教師側である
と思っていました。ですが実際には，教師側で
も児童・生徒側でもない大学生としての立場で

あると感じることが多くありました。
　そこで，ボランティア中に感じた教師側の立
場と大学生側の立場を表１にまとめてみまし
た。

表1

教師側の立場 大学生側の立場

小
学
校

・授業中の指導
・移動などの誘導
・授業・授業準備

・昼休みに一緒に
遊ぶ。（鬼ごっこ，
絵本など）

中
学
校

・学習指導
・進路の話

・進路の話
・出身高校の話
・学習会後の雑談

高　

校

・学習指導
・テストの話
・進路の話

・進路の話
・テストの話
・学習会後の雑談

　このように，学習会や授業時間など，決めら
れた時間の中では教師側の役割をしていても，
それ以外の時間では大学生としての立場が多く
なりました。もちろん実際に大学生なので致し
方ないことではあるのですが，この時間には，
私の立場に少し悩んで話かけてくる児童・生徒
がいることや，話しかけられた内容に大学生側
の対応をしてしまってもいいのかと悩むことも
ありました。しかし，大学生側の対応は大学生
ボランティアでなければできないという点もあ
ると感じることができました。たとえば，高校
ボランティアにおいて大学生という立場でした
進路の話では，大学へ進学希望の生徒と実際の
大学について話すことができました。少しでは
ありましたが進路意識を高めることができ，こ
れは大学生がボランティアをしていたからこそ
の結果だと感じました。（進路の話については
教師側の立場としても表に加えてありますが，
教師側の立場よりも自分の経験を中心とした話
を大学生側の立場としました。）
　もちろん，実際の学校や先生方がすぐ横にい
る環境に参加させてもらい，教師側の立場を知
ることも多くできました。したがって，当初考
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えていた教師側の立場がわかるということだけ
なく大学生という立場でも児童・生徒と関わる
ことができました。このような貴重な経験をさ
せていただいた各学校の皆様に感謝いたしま
す。


